
第5回石綿に関する健康管理等専門家会議  

1 日 時  平成17年11月2日（水）14：00～16：00  

2 場 所  経済産業省別館 827号会議室  

（東京都千代田区霞が関1－3－1経済産業省別館 8階）  

3 議 事  

（1）住民の健康管理の方法について  

（2）住民に対する検診の考え方  

（3）その他  

4 配付資料   

資料1 参加者一覧（事務局）   

資料2   第4回専門家会議の主な意見について（事務局）   

資料3   住民に対する検診の考え方（案）（事務局）   

資料4  検診の流れ（案）（事務局）   

資料5   自治体及び事業場等における住民検診の結果報告（事務局）   

資料6  がん検診について（老健局）   

資料7－1がん登録について（健康局）  

7－2 イタリアの中皮腫登録制度について（名取委員）  

ト3 疾患のサーベイランスと登録制度（森永委員提供資料）   

資料8  事業場周辺における健康相談実施状況（事務局）   

資料9  報告書骨子（案）（事務局）   





第4回 専門家会議における意見  

論 点   委 員 意 見   対  応   

住民の健康管理の方法  ○若年には配慮するが、初回はレントゲンとCTを撮影し、胸膜   

について   肥厚や線維性変化を見たほうがよい（名取委員、岸本委員、本  

田委員、成田委員）。  

OCTの責用はどうするのか（成田委員）。  ○知る範囲では、企業は医療機関と契約を  

していると聞いている（労働衛生課長）。  

○心配だから、不安だからといって来る患者さんの場合は、過  

去にCTをとっても何も所見は無かった。問診で問題がない  

と思われるこのようなケースでは、今ではCTは撮っていな  

い（岸本委員）。  

○問診でばく露ありと判断する闇値をどこに設定するかが大  

切（本田委員）。  

○ばく露の定量化は、ばく露濃度のばらつきが大きいため【、数  

値化が難しい（名取委員）。  

○最初の1年は、ある程度の範囲で検査して、結果から絞込み  

をするのがよいのではないか（名取委員）。   

その他   ○石綿関連疾患に関する医師の研修を公的に行っていただきた  ○（労働衛生課長）検討します。  

い（名取委員）。   粧椅 
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資料3  

住民に対する検診の考え方（案）  

1 住民に対する検診の意義   

一律に誰にでも石綿に関する検診を行うことは適切ではない。検診を行うに当た   

っては、発見率、延命効果、費用対効果、メリットとデメリットの比較などを検討   

の上、有効性についての判断が必要である。  

2 石綿に関する検診の有効性について  

1） 石綿の健康影響に関する胸部エックス線検査についてのエビデンスは現時  

点ではない。   

2） 石綿による環境汚染のリスクが高いと考えられる地域について、調査研究と  

しての問診や検査を行う。   

3） 調査研究を行う対象は労働者の家族や、住民に中皮腫等が出ている特定の地  

域に一定期間以上居住した住民等とし、そのほか取扱い石綿の種類や量など、  

地域ごとの実情を考慮する。   

4） 調査研究に当たっては、対照地域も選定し、比較を行う。  

3 具体的な調査研究の進め方  

1） 石綿による環境汚染が疑われる地域を選定する。  

地域を選定する根拠としては、以下のものが考えられる。  

・アスベスト事業場が存在している地域  

・労災認定者が多数出ている事業場の周辺地域  

・住民等に中皮腫の発症が見られる地域  

・その他、地域の個別事情   

2） フローチャートにそって調査研究を実施する。   

3） 専門家グループが胸部エックス線写真等を読影することにより、読影の質を  

担保する。   

4） 調査研究の結果について、 「検診」としての有効性等をふくめ、科学的な評  

価を行う。  

4 他の検診結果の活用  

自治体において撮影された肺がん検診等の胸部エックス線写真について、胸膜肥   

厚等のアスベストの影響を評価する。  

5 石綿関連疾患を診断できる医師の育成   

医師の診断能力、読影能力等の質を確保するために、研修や講習を実施する。   










